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バスといつまでも

仲間と一緒に
笑って 泣いて 涙する
それが私たちの生きがい 　

　
　
　

週
火
曜
と
金
曜
の
朝
、
元
気
な

高　
　
　

高
齢
者
が
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

に
集
ま
る
。
団
体
名
は「
笑
っ
て
泣
い
て
涙

し
よ
う
の
会
」。
後
藤
さ
ん
も
こ
の
会
の
メ

ン
バ
ー
だ
。

　

会
の
発
足
は
昨
年
４
月
。
地
域
に
住
む

高
齢
者
の
有
志
が
集
ま
り
、「
自
主
的
に
生

き
が
い
を
見
つ
け
、
要
介
護
・
認
知
症
予

防
に
も
つ
な
げ
よ
う
」を
モ
ッ
ト
ー
に
週
２

回
、
輪
投
げ
・
手
芸
・
体
操
・
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
活
動
に
際
し
、
彼
ら
に
と
っ
て

壁
に
な
る
の
が
集
ま
る
た
め
の
移
動
手
段

だ
っ
た
。
平
均
年
齢
が
70
歳
を
超
え
る
会

は
、
車
の
運
転
に
不
安
を
抱
え
る
人
が
ほ

と
ん
ど
。
そ
ん
な
折
、
発
足
当
時
の「
ゆ
～

バ
ス
を
利
用
し
て
は
？
」と
い
う
提
案
を

き
っ
か
け
に
、
今
で
は
バ
ス
の
利
用
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。

　
後
藤
さ
ん
の
長
女
・
久
美
子
さ
ん
は「
バ

ス
移
動
中
心
の
生
活
に
な
っ
た
母
は
、
歩

く
習
慣
が
増
え
た
こ
と
で
健
康
に
対
す
る

意
識
が
芽
生
え
た
よ
う
で
す
。
免
許
返
納

前
と
変
わ
ら
ず
出
歩
く
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
」と
話
す
。
他
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
も「
家

か
ら
停
留
所
ま
で
歩
く
こ
と
も
自
分
の
健

康
の
た
め
」
と
前
向
き
な
声
が
聞
か
れ
た
。

　
「
新
し
く
で
き
た
お
店
に
行
き
た
い
」「
お

祭
り
を
見
に
行
こ
う
」。
そ
ん
な
前
向
き
な

思
い
を
叶
え
る
一
つ
の
手
段
が
バ
ス
で
あ

る
。
後
藤
さ
ん
も
会
の
活
動
を
毎
週
楽
し

み
に
、
今
日
も
バ
ス
に
乗
り
込
む
―
―
。

毎

に
歩
く
の
で
健
康
に
も
い
い
で
す
し

ね
」。
今
は
、
独
居
で
あ
っ
た
り
、
家

族
と
同
居
し
て
い
て
も
日
中
一
人
に

な
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
。
そ
ん

な
中
で
も
、
会
の
メ
ン
バ
ー
は
家
に

こ
も
ら
ず
、
積
極
的
に
外
に
出
よ
う

と
し
て
い
る
人
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
「
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

最
大
の
介
護
予
防
。
外
に
出
る
と
身

だ
し
な
み
を
気
に
か
け
ま
す
し
、
人

と
話
す
の
も
頭
を
使
い
ま
す
か
ら
。

若
さ
を
保
つ
秘
訣
は〝
会
う
〟こ
と
だ

と
思
い
ま
す
ね
」と
、
会
話
を
楽
し
む

メ
ン
バ
ー
を
眺
め
る
古
賀
さ
ん
。

　

高
齢
に
な
っ
て
も
若
々
し
く
生
き

生
き
と
し
た「
笑
っ
て
泣
い
て
涙
し
よ

う
の
会
」。
人
の
移
動
に
よ
っ
て
生
き

が
い
が
生
ま
れ
る
現
場
の
声
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
う
し
て
仲
間
と
楽
し
い
時

間
を
共
有
す
る
こ
と
が
私
に

と
っ
て
生
き
が
い
で
あ
り
、
幸

せ
の
一
つ
で
す
。
顔
を
合
わ
せ

て
何
気
な
い
会
話
を
交
わ
す
だ

け
で
も
発
見
の
数
々
。
お
互
い

に
と
て
も
い
い
刺
激
に
な
っ
て

い
ま
す
。
家
に
い
て
も
退
屈
な

だ
け
で
す
し
、
外
に
出
る
と
さ

ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
ま
す

か
ら
。
私
は
都
市
部
か
ら
移
り

住
ん
だ
の
で
免
許
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
な
の
で
バ
ス
を
フ
ル

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
１
週
間
で
嬉
し
か
っ
た
り
面

白
く
て
笑
っ
た
こ
と
、
悲
し
く
て
泣

い
た
こ
と
、
感
動
し
て
涙
し
た
こ
と
。

そ
ん
な
こ
と
を
集
ま
っ
て
語
り
合
う

だ
け
で
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ

れ
が
発
足
の
き
っ
か
け
で
す
」と
話
す

の
は
、
会
の
代
表
世
話
人
を
務
め
る

古
賀
さ
ん
。
活
動
に
あ
た
っ
て
の
連

絡
調
整
や
準
備
作
業
を
取
り
仕
切
り
、

メ
ン
バ
ー
に
も
慕
わ
れ
る
。

　

現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
約
20
人
。
顔

ぶ
れ
は
変
わ
る
が
、
毎
回
14
～
15
人

が
集
ま
る
。「
み
ん
な
高
齢
で
車
を
運

転
で
き
る
人
は
少
な
い
の
で
す
が
、

よ
く
集
ま
っ
て
く
れ
ま
す
。
徒
歩
で

あ
っ
た
り
自
転
車
で
あ
っ
た
り
バ
ス

で
あ
っ
た
り
…
。
特
に
家
か
ら
距
離

が
あ
る
人
に
と
っ
て
、
バ
ス
の
存
在

は
大
き
い
で
し
ょ
う
。
バ
ス
は
適
度

　80歳を超えた母は依然として車を運
転していましたが、持病のリウマチの影
響もありハンドル操作が不安定でした。
本人は「大丈夫」と言っていても、ときに
は車をぶつけてしまうこともあったの
で、母が出掛けると無事に帰宅するまで
いつも心配…。そのため、運転免許の返
納を母に提案しました。年齢を重ねるに
つれて外出の機会も減っていたため、公
共交通に切り替える方が経済的です。タ

クシー券を配布していただいたことも
母が車を卒業する後押しになりました。
　今より重かった体重も歩く習慣が増
えるのを機に少しずつ落ちていき、「体
の調子がよくなった」と微笑んでいた母
の笑顔が印象的です。定期的な通院もバ
スを使って一人でこなします。同居して
いても仕事の都合で送迎が難しい面が
多々あるので、バスを利用してくれてと
ても助かっています。

免許返納を提案してよかった
家にこもらず出掛ける母を
これからも見守っていきます

また新しい出会いを楽しみに外へ――　バスは重宝しています

外に出て〝会う″ことが
若さと健康を保つ秘訣
それには移動手段が必要です
メンバーもバスに助けられています

後
藤
さ
ん
の
長
女

大
倉 

久
美
子
さ
ん

笑って泣いて涙しようの会
代表世話人
古賀 利邦 さん（下永田）

小西 章
あ き こ

子さん（東三島）

両指で別々の数を数える体操。意外と難しい

チーム対抗の輪投げ大会。ゲーム中の珍プ
レーの話題で会話が盛り上がる

特
集

写
真
は
太
夫
塚
に
お
住
ま
い
の
後
藤
さ
ん（
82
歳
）。

昨
年
、
運
転
免
許
を
返
納
し
た
。

現
在
は
徒
歩
と
バ
ス
を
使
っ
た
外
出
が
ほ
と
ん
ど
。

市
内
に
は「
ゆ
～
バ
ス
」に
加
え
、い
く
つ
か
の
民
営
路
線
バ
ス

が
運
行
し
て
い
る
。

確
か
に
走
っ
て
い
な
い
所
も
あ
る
。

確
か
に
本
数
が
少
な
い
と
感
じ
る
路
線
も
あ
る
。

確
か
に
時
間
通
り
こ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

し
か
し
、
バ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
人
は
い
て
、
人
々
の
生

活
の
足
は
、
こ
れ
か
ら
も
遺
し
て
い
く
べ
き
も
の
―
―
。

「
ど
こ
か
に
い
き
た
い
」

そ
う
し
た
思
い
を
形
に
す
る
バ
ス
が
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す

く
親
し
ま
れ
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
か
。

今
回
は
私
た
ち
の
生
活
の
足
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

ある日、メンバーのお出かけに同行し
た。行先は「なかがわ水遊園」。西那
須野駅東口からバスに揺られること約
40分。片道200円。子どもや魚など
…新しい出会い。こうした刺激が若さ
の秘訣という。帰りのバスは4分遅れ
で停留所に到着。待っている間、辺り
を眺めていると花が目に入った。車で
はその存在に気づかなかっただろう。
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犠
牲
者
の
約
８
割
が
高
齢
者 

交
通
に
も
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る

設問

回答
全くない
／問題な
くできる
（1点）

時々ある
／だいた
いできる
（2点）

頻繁にある
／あまりで
きない

（3点）

いつも
そうだ／
できない
（4点）

財布や鍵など、物を置いた場所がわからなくなるこ
とがありますか
5分前に聞いた話を思い出せないことがありますか
周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘
れがあると言われますか
今日が何月何日かわからないときがありますか
言おうとしている言葉がすぐに出てこないことが
ありますか
貯金の出し入れや家賃や公共料金の支払いは一人
でできますか
一人で買い物に行けますか
バスや電車、自家用車などを使って一人で外出でき
ますか
自分で掃除機やほうきを使って掃除ができますか
電話番号を調べて、電話をかけることができますか

枠内の合計が20点以上は認知機能の低下に注意

　　　知症は、さまざまな理由で
　　　脳の機能が低下し、記憶力
や判断力などに障害が出る状態の
こと。高齢になるほど出現率が高
くなり、運転に大きな影響を及ぼ
す要因の一つ。このことが道路交
通法で認知機能検査の対象を広げ
た経緯です。症状は、あるときを
境に発症するものではなく徐々に
進行することから、自覚しづらい
のも特徴。そのため「私は大丈夫」
という意識になりがちです。
　ぜひ右表の設問に答えてみてく
ださい。当てはまるところに〇を
つけ、全ての点数を合計するだけ。

認

運転に不安を抱えながらも車
が必要な高齢者も多い。高齢
運転者標識を付けた車の後ろ
を走ることもよくある

出典：「知って安心認知症」（東京都）

▼�
対
象　
全
て
の
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
し
た
市
民

※�

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

や
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
券

対
象
者
は
除
く
。

▼�

支
援
内
容　
ゆ
～
バ
ス
、
予

約
ワ
ゴ
ン
バ
ス
、
市
内
で
出

発
・
終
着
す
る
民
間
路
線
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
の
支
払
い
で

利
用
で
き
る
事
業
利
用
者
証

と
共
通
乗
車
券
２
万
８
０
０

円
分
を
交
付

※
２
０
０
円
×
１
０
４
枚
。

※�

１
回
乗
車
時
の
利
用
枚
数
制

限
無
し
。

※�

有
効
期
限
は
、
交
付
の
日
か

ら
１
年
以
内
。

▼��

申
請
先　
本
生
活
課
、
西
市

民
福
祉
課
、塩
総
務
福
祉
課
、

箒
根
出
張
所
窓
口

▼�

必
要
な
も
の　
印
か
ん
、
免

許
証
返
納
時
に
交
付
さ
れ
る

運
転
経
歴
証
明
書
ま
た
は
取

消
通
知
書
、
本
人
確
認
書
類

（
代
理
申
請
の
場
合
は
代
理

人
の
印
か
ん
と
本
人
確
認
書

類
も
必
要
）

▼�

受
付
開
始
日　
７
月
18
日
㈫

▼�

問
い
合
わ
せ

○
本
生
活
課

☎
０
２
８
７（
62
）７
１
２
７

始
ま
り
ま
す

運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
支
援
制
度

な
る
リ
ス
ク
が
伴
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
実
際
に
車
を
卒
業
す
る

人
も
年
々
増
え
て
お
り
、
市
内
で
も
昨

年
２
０
０
人
以
上
が
免
許
を
返
納
し
て

い
ま
す
。
と
は
言
っ
て
も
、
車
を
手
放

す
こ
と
は
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
で
す
か
ら
、
家
族
や
周
り
の
理
解
も

必
要
不
可
欠
。「
ま
だ
手
放
せ
な
い
」

と
い
う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
の
持
ち
よ
う
で

事
故
は
防
げ
ま
す
。
高
齢
者
以
外
の
人

も
ぜ
ひ
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
際
に
は
、
思

い
や
り
と
ゆ
と
り
を
持
っ
て
十
分
な
安

全
確
認
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
自
主
返
納
に
関
す
る
相
談
先
】

○
那
須
塩
原
警
察
署

☎
０
２
８
７（
67
）０
１
１
０

市
内
の
交
通
事
故
発
生
件

数
と
高
齢
者
の
関
与
割
合

の
年
別
デ
ー
タ

那須塩原警察署
交通総務課　田島 嘉之  課長

[%][件]
交通事故発生件数

あなたは大丈夫?
運転と認知症の話

加害者になり得るリスクを
忘れずに
思いやりやゆとりを持った
運転を――

り
消
し
な
ど
も
あ
り
得
ま
す
。
厳
し
い

よ
う
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
交
通
事
故
に

よ
る
犠
牲
者
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
必

要
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
が

相
次
い
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ク

セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ

る
事
故
が
よ
く
注
目
さ
れ
ま
す
が
、
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
主
な
事
故
要
因
ト
ッ

プ
３
を
見
て
み
る
と
、「
安
全
確
認
が

不
十
分
」「
安
全
確
認
を
し
な
か
っ
た
」

「
考
え
事
を
し
て
い
た
」だ
け
で
全
体

の
約
６
割
。
こ
れ
に
は
、
運
転
に
対
す

る
過
信
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
加

齢
に
伴
う
体
力
や
認
知
機
能
の
変
化
に

よ
る
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

外
出
時
は
誰
で
も
交
通
事
故
に
遭
う
可

能
性
が
あ
る
上
、
運
転
に
は
加
害
者
に

　
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
の
事
故
関
与

割
合
は
増
加
傾
向
で
す
。
市
内
で
も
交

通
事
故
で
亡
く
な
る
５
人
中
４
人
が
高

齢
者
と
い
う
現
状
。
今
年
も
市
内
で
死

亡
事
故
が
２
件
発
生
し
、
２
件
と
も
高

齢
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
今
年
３
月
に
道
路
交
通
法

が
改
正
さ
れ
た
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
れ
ま
で
75

歳
以
上
に
行
わ
れ
て
い
た
免
許
更
新

時
の
認
知
機
能
検
査
が
、「
一
定
の
違

反
を
し
た
と
き
」も
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
。
そ
の
結
果
、「
認
知
症

の
お
そ
れ
が
あ
る
」と
判
断
さ
れ
た
場

合
、
医
師
に
よ
る
診
断
を
受
け
、
診
断

書
を
提
出
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
診
断
結
果
に
よ
っ
て
は
免
許
の
取

近
年
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
、
高
速
道
路
の
逆
走
な
ど
、
高
齢
者
の
交
通
に
関
す
る
報
道
が

相
次
ぐ
。
国
に
お
い
て
も
３
月
に
道
路
交
通
法
を
改
正
す
る
な
ど
、
こ
の
問
題
の
対
策
に
乗
り
出
し
た
。
県
内

で
も
死
亡
事
故
の
犠
牲
者
の
大
半
は
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
。
那
須
塩
原
警
察
署
の
田
島
交
通
総
務
課
長
に
高

齢
者
の
交
通
事
故
の
現
状
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

犠
牲
者
の
５
人
中
４
人
が
高
齢
者

進
む  
高
齢
者
を
守
る
交
通
政
策

い
つ
か
考
え
る
必
要
が
あ
る〝
卒
車
〟

意
識
の
持
ち
よ
う
で
事
故
を
防
止

100

200

300

400

500

20

25

30

35

40

平成24年

429
474

421 377

316

25年 26年 27年 28年

25.6

31.2
29.9

34.7

35.8

受付開始日7月18日

高齢者の関与割合

本

本

塩

西

感じる　　　 やや感じる

33.6%

46.9%

11.7% 12.7%

11.7%

41.2%

16.5%

28.7%

あまり感じない 感じない

75歳以上の運転に関する不安感は?
高齢運転者による交通事故防止に関するアンケート

（平成26年：警察庁）

夜
間
や
ト
ン
ネ
ル
内
で

見
え
に
く
く
な
っ
た

と
っ
さ
の
動
作
や
複
雑

な
動
作
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
に
く
く
な
っ
た
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私
た
ち
の
身
近
な
公ノ

リ

モ

ノ

共
交
通

1日路線バスの旅を体験

市
内
の
主
な
公
共
交
通
は
鉄
道
、
タ
ク
シ
ー
、
そ
し
て
バ
ス
の
３

種
類
。
特
に
ゆ
～
バ
ス
は
平
成
25
年
の
路
線
再
編
後
、
利
用
者
数

が
増
加
傾
向
。
車
で
の
移
動
に
慣
れ
過
ぎ
て
い
る
今
、
自
分
の
生

活
と
乗
り
物
と
の
関
係
性
を
見
つ
め
直
し
て
み
て
は
―
―
。

18年前に東京都から越してきた
江連さん夫妻（若葉町）

利
用
者
増
加
中  

ゆ
～
バ
ス
の
い
い
と
こ
ろ

意外と高い? 車の維持費

※この計算例はあくまで一例です。

（150万円の軽自動車を8年使用した場合）
自宅から最寄りの停留所・
菅間記念病院でバスを待
つ二人。「1時間に1本は来
るんですね」と時刻表を眺
めるセツ子さん。黒磯か
ら塩原行きのバスはない
ので西那須野駅に向かう

塩原に向かう車内。
同じ景色を共有しな
がら会話ができるの
もバスのいいところ

市内を走るゆ～バ
ス。名称は、公募
により決まった

佑
ゆ う じ

茲さん（78歳）
「健康のために」と毎日
のように働きに出る。
「仕事も運転もできる
限り続けていきたい」
と話す現役ドライバー

運転免許がないため徒
歩と自転車が主な移動
手段。遠出をするとき
は佑茲さんの運転に助
けられているという

セツ子さん（75歳）

乗ったことないけど実際の使い心地は?

市内をバスが走っているとはいえ、使ったことがない人も多いはず…。そこで、市内路線バスを利用したこと
がない江連さん夫妻に協力してもらい、実際の使い心地をレポートしてもらった。ウォーキングが趣味の二人
は塩原温泉ビジターセンター・自然散策を最終目的に。初めての路線バス旅はどう感じられたのだろう――。

生
活
に
溶
け
込
む
交
通
イ
ン
フ
ラ

　
市
内
に
は
、
平
成
19
年
か
ら
運
行
を

開
始
し
た
市
地
域
バ
ス「
ゆ
～
バ
ス
」の

ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
㈱
・
東
野
交
通

㈱
の
民
間
路
線
バ
ス
、
近
隣
市
町
の
公

営
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
。ゆ
～
バ
ス
は
、

通
勤
・
通
学
な
ど
普
段
の
生
活
の
足
と

し
て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
平

成
25
年
に
路
線
を
再
編
。
駅
・
病
院
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
高

校
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
重
視
し
た
結

果
、
朝
夕
は
通
勤
・
通
学
の
利
用
者
で

座
席
が
埋
ま
る
。

　

車
社
会
の
本
市
に
と
っ
て
、「
バ
ス

は
不
便
」と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
。「
乗

り
換
え
が
面
倒
」「
本
数
が
少
な
く
待

た
さ
れ
る
」「
時
間
通
り
来
な
い
こ
と

が
あ
る
」。
確
か
に
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
、「
乗
車
中
に
読
書
を
楽
し
む

の
が
日
課
」「
健
康
の
た
め
に
あ
え
て

バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
」「
家
計
の
た

め
に
夫
婦
で
車
を
１
台
に
し
た
」
と
話

す
利
用
者
も
い
る
。
ま
さ
に
バ
ス
の
利

点
と
生
活
ス
タ
イ
ル
が
合
致
し
た
事
例

と
言
え
る
。
ま
た
、
バ
ス
は
渋
滞
緩
和

や
環
境
に
も
優
し
い
と
言
わ
れ
、
社
会

的
に
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　
車
に
慣
れ
過
ぎ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
車
と
自
分
、
バ
ス
と
自
分
の
関
係

性
を
見
つ
め
直
す
機
会
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
―
―
。

私
た
ち
の
身
近
な
生
活
バ
ス

乗
り
物
と
の
関
係
性
を
見
つ
め
直
す

ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
定
額
運
賃

12 《
１
回
の
乗
車
当
た
り
》

○
大
人　
　
　
　
２
０
０
円

○
小
・
中
学
生　
１
０
０
円

○
幼
児
以
下　
　
無
料

乗り放題の1日券

一日券写真※�小・中学生は
半額、幼児以
下は無料。

400大人 円

ゆ
～
バ
ス
は
、
高
齢
者
、
児
童
な
ど
に
も
乗
り
降
り

が
し
や
す
い
よ
う
出
入
口
の
段
差
が
な
く
、
低
床
な

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
。
足
腰
へ
の
負
担
が
少
な
く
、
比
較

的
楽
に
乗
り
降
り
が
可
能
。

足腰が弱い人

子ども連れの人

乗
り
降
り
楽
々 

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

費目 月額 算出条件ほか
車両購入費用 15,625 円 150万円の車を8年使用
自動車税 600円 2年で14,400円
車検費用 4,167 円 2年で10万円（重量税・工賃・自賠責保険など）
任意保険 3,333 円 2年で8万円
駐車場代 0円 自宅に駐車
ガソリン代 5,000 円 5,000円／月
合計 28,725 円 他にタイヤ代・オイル代・点検費用なども…

バスが来たら足元に注意
して乗車。降りる人がい
る場合は、邪魔にならな
い場所で待ちましょう

《降りる人が優先です》

《降車時はボタンを押す》
目的地のアナウンスが流れ
たら、「停まります」ボタン
を押しましょう

大型ショッピングセン
ターの玄関口まで乗り入
れるゆ～バスに「これは
便利ですね。知りません
でした」とセツ子さん

《支払いは降りるときに》
バス運賃の支払いは降りる
ときが原則。目的地に到着
したら運賃を運賃箱へ。今
回は1日券を購入。購入の
際は、降車時に乗務員まで

ゆ～バス
　　 乗り換え
JRバス

➡

菅間記念病院

ゆ～バス

START

黒磯・西那須野線

乗り換え

200円
西那須野駅

JRバス
塩原方面行き

8:59発

9:53着

10:20発

《乗車したらまず整理券》
バスが来たら必ず整理券
をとって乗車しましょう
（ゆ～バスは定額運賃なの
で整理券は不要）
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路線や時刻表の確認はマップやスマホで

①公共施設に備え付けの路線図

②スマホで簡単 路線・運賃検索

徒歩5分

七ツ岩吊橋からの景色を眺める二
人。箒川のせせらぎと渓流からのそ
よ風を感じながら仲良く会話。何か
を見つけたようです

ガイドの説明で初夏の森を散策する
参加者。向かいの山に構える天狗岩、
緑のカーテンから射し込む日差し、
澄んだ清流、道端でひっそりとあい
さつをする紫のシソバタツナミソウ。
四季のうつろいを感じられる散策を
堪能した江連さん夫妻

※那須塩原駅、西那須野駅～千本松は往復1回のみの乗車。
※�他にも千本松～上三依塩原温泉口駅までの周遊きっぷ（大人1,200円で1日乗り
放題）などを販売中。

乗
り
降
り
自
由
区
間

那須塩原駅➡塩原温泉（往復タイプ）
大人2,000円　子ども1,030円

西那須野駅➡塩原温泉（往復タイプ）
大人1,650円　子ども830円

七ツ岩吊橋に到着。
帰りのバスの時刻確
認を忘れずに

無事最寄りの停留所に
到着。お疲れ様でした ビジターセンターに到着

お昼を食べて…

「せっかくだから」
ともみじ谷大吊橋
へ。市民は見学無料
なの知ってました？　
初夏の吊り橋は初め
てとのことで、「ま
た違った眺めが楽し
めますね」と話す佑
茲さん

乗り合わせた乗客に バスの印象を聞きました

《約2,000円で2日間乗り放題》

▶購入先　ジェイアールバス車内で販売中

▶問い合わせ　ジェイアールバス関東㈱
　西那須野支店　☎0287（36）0109

お得にバスで塩原へ　JR周遊・フリーきっぷ

路
線
バ
ス
の
旅
を
体
験
し
て

い
か
が
で
し
た
？

乗り換え

西那須野駅

菅間記念病院

ゆ～バス

ゆ～バスGOAL

黒磯・西那須野線

黒磯・西那須野線

普段から仕事で長距離運転を
するので、休日は気分転換に
バスをあえてチョイス。ゆっ
くり景色を眺めると、いろい
ろ発見がありますよ。

鉄道で遠出する際、駅までの
足としてよく使います。予約
ワゴンバスが少々使いにくい
のが残念。定額運賃なのはと
てもありがたいです。

あえてのバスが気分転換に 普段使いで助かっています

山
田 

直
城 

さ
ん

（
宇
都
宮
市
）

桜
井 

幸
太 

さ
ん

（
豊
浦
南
町
）

佑茲さんセツ子さん

車は直接目的地に行けるのでやはり便利です。で
すが、今回の旅は停留所から目的地までの道中で、
いつもと違った風景や雰囲気を味わうことができ
ました。同時に経由地や運賃の面など、普段使い
に課題を感じた面も…。人とバスの距離がさらに
縮んでいくことを望みます。

　西那須野駅、那須塩原駅からバスで塩原温泉に
行く場合、塩原渓谷フリーきっぷがお得です。な
んと千本松から塩原温泉バスターミナルまで乗り
降りし放題。ゆ～バスで駅まで移動して、このきっ
ぷで塩原渓谷をめぐってみてはいかがでしょうか。

ゆ～バスが大型ショッピングセンターの玄関まで
乗り入れてくれることに驚きです。自宅から距離
があるので、主人がいないときには利用しようと
思います。私自身歩くのが好きなので気になりま
せんが、高齢者のためにフリー乗降区間が伸びた
ら使う人が増えるのではないかと思いました。

いつもと違った雰囲気
を感じられた旅
普段使いには課題も…

買い物用の足として◎
定期的に使いたいです

《事前に確認しよう》

市内の路線バスの時刻表、乗り換え案内などを地
図上の停留所位置から確認できるホームページが
あります。スマホやタブレットを使えば楽々検索。

ゆ～バス・予約ワゴンバスの路線図を市役所各庁
舎・公民館・路線バス営業所などで配布しています。

  なすしおばら　どっとがいど 検索

この日は土曜日。
乗り降りする乗客
でバスがにぎわっ
ていました

帰りのバスを待つ。
場所によっては停留
所に雨除けなどが設
置されています

携帯を使った
り、読書をし
たり、疲れた
ら寝ていられ
るのもバスの
いいところ

寄り道

JRバス
塩原方面行き
もみじ谷大吊橋

降車

JRバス
塩原方面行き
七ツ岩吊り橋

乗車

JRバス
西那須野方面行き
七ツ岩吊橋

10:46着

11:49発

15:14発

15:53着

17:01着

16:00発

那須塩原駅

西那須野駅

千本松

塩原温泉バスターミナル

JRバス
　　 乗り換え
ゆ～バス

➡

440
円

92
0円

200円

11:59着

《優先席あります》
バスにも優先席。混雑時
は譲り合いの心を大切に

760
円
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交通で生活を支えるまちへ
人々の生活を陰で支える公共交通。それらを取り巻く環境も年々変化している。
現在市では、さらに利便性の高い交通網を形成するための「地域公共交通網形成計
画」の策定準備を進めている。那須塩原市地域公共交通アドバイザーを務める福島
大学・吉田准教授に公共交通の役割や必要性、今後のあり方について話を伺った。

必要なものだからこそオール那須塩原で考えたい

福島大学　経済経営学類
吉田 樹

いつき

 准教授
市地域公共交通アドバイザー。国土
交通省・地域公共交通の活性化及び
再生の将来像を考える懇談会委員な
ど、国の交通政策にも携わる。地域
交通政策やまちづくりが専門。

公共交通はまちの血液のようなもの
なくなれば人の流れが滞り、にぎわいも失われます
そうならないために今こそ三位一体となって
公共交通の将来像を考えていくべきです

　
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
、
地
域
公
共
交
通

の
役
割
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
り
ま

す
。
一
つ
は
地
域
内
の
生
活
交
通
と
し

て
の
役
割
。
皆
さ
ん
が
学
校
や
職
場
、

買
い
物
に
行
く
な
ど
、
日
々
の
活
動
目

的
を
果
た
す
た
め
の
足
で
す
。
も
う
一

つ
は
、
観
光
な
ど
地
域
内
外
の
人
の
動

き
を
生
み
出
す
こ
と
。
那
須
塩
原
市
は

観
光
地
で
す
か
ら
、
観
光
客
の
移
動
を

支
え
る
公
共
交
通
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
特
に
、
利
用
が
活
発
で
あ
れ
ば
あ
る

ほ
ど
大
き
な
人
の
流
れ
を
生
み
出
し
、

経
路
上
に
は
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
が
生
ま

れ
ま
す
。〝
ま
ち
の
活
性
化
〟と〝
交
通
〟

は
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
の
で
す
。
長

い
期
間
で
考
え
れ
ば
、
交
通
網
を
ど
う

守
っ
て
い
く
か
が
ま
ち
の
存
続
に
大
き

く
関
わ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
昔
前
は
、
地
方
で
も
満
員
の
バ
ス

人
の
流
れ
を
生
み
出
す
ま
ち
の
血
液

変
革
を
迫
ら
れ
る
公
共
交
通

や
電
車
に
揺
ら
れ
て
通
勤
す
る
光
景
が

よ
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
車

の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
利
用
者
が
減

り
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
に
利
用
者
が

減
る
…
負
の
連
鎖
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
「
公
共
交
通
は
必
要
な
人
だ
け
使
え

ば
い
い
。
自
分
に
は
車
が
あ
る
の
で
無

関
係
」。
そ
う
考
え
て
い
る
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
確
か
に
車
は
い
つ
で
も
行

き
た
い
場
所
に
行
け
る
便
利
な
も
の
。

し
か
し
、
学
生
や
高
齢
者
な
ど
、
公
共

交
通
を
必
要
と
す
る
人
は
確
実
に
存
在

し
ま
す
。「
自
分
に
は
無
関
係
」と
い

う
意
識
の
ま
ま
で「
い
ざ
公
共
交
通
に

頼
ろ
う
」と
思
っ
て
も
、
今
を
支
え
な

け
れ
ば
遺
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
行
き
た
い
高
校
が
あ
る
け
ど
通
学

距
離
が
遠
い
」「
高
度
な
医
療
を
受
け

る
た
め
に
遠
く
の
病
院
に
行
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」。
車
に
頼
ら
ず
移
動
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
悩

み
を
解
決
し
、「
ま
ち
に
住
み
続
け
た

い
」
と
い
う
動
機
付
け
に
な
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
公
共
交
通
が
使
わ
れ
な
い

ま
ち
は
、
魅
力
を
失
う
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
那
須
塩
原
市
は

３
つ
の
鉄
道
駅
と
い
う
強
み
を
有
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
拠

点
を
軸
に
ど
の
よ
う
な
交
通
網
を
創
っ

て
い
く
か
、
官
民
の
あ
ら
ゆ
る
交
通
イ

ン
フ
ラ
を
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
て
、
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

出
掛
け
の
帰
り
、
バ
ス
に
乗
っ
た
。

４
割
ほ
ど
埋
ま
っ
た
座
席
。
後
ろ
か
ら
２
番
目
、
右
側
の
席
に
腰
掛
け
る
。

走
り
出
す
と
バ
ス
特
有
の
ゆ
る
い
揺
れ
。

ガ
タ
ガ
タ
ッ
…
揺
れ
で
座
席
が
き
し
む
。

ふ
と
ぼ
ん
や
り
と
窓
の
外
を
眺
め
る
。
流
れ
て
い
く
景
色
。
漂
う
雲
、
空
を
染
め
る
夕
日
。

い
つ
も
と
違
う
目
線
で
見
る
景
色
は
、
見
慣
れ
た
よ
う
で
そ
う
じ
ゃ
な
い
。

時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
。

沈
む
夕
日
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
見
届
け
た
の
は
初
め
て
か
も
し
れ
な
い
。

時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
。

た
ま
に
バ
ス
も　
い
い
も
ん
だ
。

特
集
「
バ
ス
と
い
つ
ま
で
も
」
終
わ
り

利
用
者
目
線
で
好
転
し
た
事
例
に
学
ぶ

　
自
治
体
規
模
こ
そ
違
い
ま
す
が
、
私

が
交
通
政
策
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
青
森
県
八
戸
市
を

紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
不
採
算
だ
っ

た
駅
周
辺
の
路
線
バ
ス
を
、
徹
底
的
に

利
用
者
目
線
で
改
善
し
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
八
戸
駅
・
中
心
街
間

の
10
分
間
隔
運
行
の
実
施
、
上
限
運
賃

制
の
導
入
、
路
線
バ
ス
総
合
案
内
所
の

設
置
、
色
分
け
し
た
わ
か
り
や
す
い
バ

ス
マ
ッ
プ
の
発
行
な
ど
。
こ
れ
ら
の
実

現
に
は
公
営
・
民
営
事
業
者
の
連
携
が

必
要
不
可
欠
で
し
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
で
集
客
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
公
的
資
金
の
投
入
額
が
減
り
、
他

分
野
に
投
資
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ

て
公
共
交
通
自
身
も
変
わ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
親
し
ま
れ
る
公
共
交
通
を
創

り
・
守
り
・
育
て
て
い
く
た
め
に
、
運

行
事
業
者
・
行
政
・
そ
し
て
利
用
者
で

あ
る
住
民
の
皆
さ
ん
自
身
が
三
位
一
体

と
な
り
、
将
来
像
を
描
い
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平成20年から戦略的な利用
促進を進める八戸の路線バ
ス。右肩下がりの業界なが
ら「運行距離減」、「輸送人員
増」、「赤字採算から黒字採
算へ好転」を達成
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まちの身近な話題や出来事を教えてください。広報担当者が取材に伺います。
本シティプロモーション課　☎0287(62)7109Town Topics タウントピックス
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キャンドルが優しく灯る夜 
～黒磯駅前キャンドルナイト～

初夏の温泉街に響く音色
～ジャズフェスタしおばら2017～

燃え広がる前に 正確な消火を
～那須地区危険物保安協会 消火競技会～

　いったん火がつくと、瞬く間に燃え広がる炎。
被害を最小限にとどめるためには、火災の初期段
階での適切な消火活動がとても重要です。
　6月8日、那珂川河畔運動公園にて、初期消火の
技術を競い合う消火競技会が開催され、市内の企
業や団体など38チームが参加。今回で2回目の参
加という相馬さんは「前回は消せなかったが、今年
は消火できてよかった。学んだことをいざという
ときに役立てたい」と話してくれました。

　「募金おねがいします」。小学生の声が高らかに響
きわたる会場。6月17日に開催された黒磯駅前キャ
ンドルナイトは今回で20回目を迎え、多くの子ど
もたちが会場をにぎわせました。
　高校生が作成したキャンドルオブジェの展示や
茶道部による野点、小学校の児童によるステージ
など、多くの子どもたちが参加。夕方キャンドル
に火が灯されると、優しい灯りに照らされた子ど
もたちの笑顔が会場を埋め尽くしました。

ご当地グルメにかぶりつき
～うんまいもんフェスティバル～

　千本松牧場で5月28日、うんまいもんフェスティ
バルが行われ、約2万8,000人が県内のご当地グル
メに舌鼓を打ちました。名物ギョウザや焼きそば、
完熟いちごなど約40店舗が並ぶ中、特に人気を集
めていたのは、ナス

4 4

と豚バラ
4 4

肉を塩
4

ダレで味付け
たフライをパンで挟んだ〝なすしおばらバーガー″

（写真）。ステージではアイドルユニットやパフォー
マーによるライブも行われ、五感を使って味わうフェ
スは、家族連れなどでにぎわいをみせていました。

　5月28日、塩原もの語り館でジャズフェスタし
おばらが開かれ、計6組が観光客などに演奏を披露
しました。これは、音楽好きな地元の有志で結成
する「大地の鼓動BeaT」が2007年から毎年行って
いるイベント。今回は、2月に亡くなった作曲家・
船村徹さんの最後の内弟子で歌手・村木弾

だ ん

さんが、
船村さんと塩原に宿泊した縁で出演。鳥羽一郎さ
んの「祭り唄」など船村楽曲の披露中には、懐かし
そうに歌詞を口ずさむ観客の姿が見られました。

夕暮れの青木邸  響くジャズの旋律　
～青木邸JAZZコンサート～

　6月3日、西日に染まる旧青木家那須別邸にてジャ
ズコンサートが開催されました。この日の演奏は、
地元で活動するジャズバンド Just Friends（ジャ
ストフレンズ）。テナーサックスの柔らかく力強い
音色に、軽快でリズミカルなギターが呼応します。
　上空を流れる早い雲とは対照的に、暖かい夕日
に照らされ穏やかな会場。心地よいジャズの響き
だけが、会場の空気を震わせます。周りの木々た
ちも、豊かな音色に耳を澄ませているようでした。

自然の力だけで幻の米を育てる
～ササシグレ 田植え体験会～

　晴天に恵まれた6月3日、じょじょにファーム（青
木）で、幻の米“ササシグレ”を自然栽培する田植え
体験会が催され、市内外から30人が参加しました。
　優れた食

し ょ く み

味に引きかえ、病気にめっぽう弱いた
め、50年前に市場から姿を消したササシグレ。今回
は、農薬や肥料を一切使わない“自然栽培”にチャ
レンジです。この日参加した下条さんは、「田んぼ
の中がフカフカで、まるで羽毛のようだった。収
穫が今から楽しみ」と話してくれました。

大輪の花を満喫
～塩原温泉ぼたんまつり～

　塩原温泉街の妙雲寺で、毎年恒例のぼたんまつり
が5月末日まで開催されました。
　妙雲寺境内のぼたん園には3,000株を超えるぼ
たんがあり、地元の「牡丹を育てる会」のメンバーが
丹精込めて手入れをしています。
　今年は例年より咲き始めが遅かったものの、開催
期間の後半には、赤・白・黄・ピンクとさまざまな色
のぼたんが咲き乱れ、会場を訪れた人たちを楽しま
せていました。

元気に長生きしてね
～クワガタ放虫会～

　子どもたちに自然環境を守っていくことの大切
さを伝えるため、クリーンセンターが毎年行ってい
るクワガタ放虫会。8回目となる今年は、関谷小学
校の5年生が、88匹のクワガタムシをクリーンセン
ター敷地内の森に放しました。
　子どもたちは、事前にセンターから預かって学校
で世話をしてきたクワガタムシに「元気でね」と声
をかけ、勢いよく木を登っていく姿を名残惜しそう
に見つめていました。
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01

03

今
年
も
こ
の
季
節
が
や
っ
て
き
た

西
那
須
野
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

02
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
に
会
い
に
行
こ
う

夏
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ス
タ
ー
ト

▼
と
き　
７
月
29
日
㈯　
午
後
３
時
～
９
時

※
交
通
規
制
は
午
後
２
時
30
分
～
９
時
30
分
。

〔
雨
天
予
備
日
〕
７
月
30
日
㈰　
同
時
間
帯

▼
と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
西
那
須
野
駅
西
口
駅
前
周
辺

※
主
な
イ
ベ
ン
ト
、
時
間
、
場
所
は
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
日
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

○
西
那
須
野
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
西
産
業
観
光
建
設
課
）☎

０
２
８
７（
37
）５
１
０
７

※場所の略　公園：西那須野駅前公園通り、要町：要町通り、駅前：西那須野駅前通り、桜：桜通り

主なイベント 時間（全て午後） 場所（※）

式典 3時～3時20分 メーンステージ

小学校鼓笛隊
遅沢ばやし山車 3時20分～3時50分 公園・駅前・桜・要町

つきの木もちつき唄 3時30分～6時 駅前

小学校ブラスバンド 3時30分～4時15分 メーンステージ

那須野ヶ原疏水太鼓 3時30分～4時30分 サブステージ

疏水レース 3時30分～6時30分 公園

保育園花笠おどり 4時15分～4時30分 駅前

よさこいソーラン 
ジャズダンス 4時30分～4時45分 公園

三島おはやし
那須苗取り田植唄 4時45分～5時15分 メーンステージ

仮装大会 5時30分～7時 メーンステージ

みこし 6時～9時 公園・駅前・桜・要町

格闘技
デモンストレーション 7時～9時 サブステージ

流し踊り 7時30分～8時30分 公園・駅前

とちぎ技能五輪・
アビリンピック2017
100日前イベント

3時～7時 市営駅前駐車場

グルメまつり 3時～9時 AQUAS前駐車場

要町通りイベント 3時～9時 要町

自主イベント 3時～9時 会場内各地

西那須野駅

要町通り

桜
通
り

駅前公園通り

駅
前
通
り

メーンステージまつり本部

サブステージ
AQUAS前市営駐車場

那須拓陽高校

西
那
須
野
庁
舎

大山小学校

疏水パーク

東小学校

西那須野公民館
グラウンド

妙要寺
駐車場

阿久津整形外科駐車場

光陽社脇駐車場

①

②
あたご駐車場

④

③庁舎南側

庁舎前

⑤
大山公園駐車場

⑥

⑦
⑧

駅東口

至
国
道
４
号

至大田原

至塩原温泉

至
宇
都
宮

国
道
４
０
０
号

至
黒
磯※①～⑦は午後2時30分～10時、

　⑧は午後3時～10時まで利用可。
※疏水パーク、西那須野庁舎前広場
　に自転車専用駐輪場があります。

　
○会場周辺の迷惑にならないよう、指定駐車場を利用
　してください
○できる限り公共交通機関で来場してください
○路上駐車はしないでください

【
お
願
い
】

会場周辺の駐車場は、大変な混雑が予想されるので、
無料の臨時シャトルバスを利用してください。

・三島公民館駐車場　⇔　足利銀行停留所
・大山公民館グラウンド駐車場　⇔　駅東口停留所

№ 駐　車　場
①  西那須野公民館グラウンド
②  あたご駐車場
③  西那須野庁舎南側駐車場
④  西那須野庁舎前駐車場
⑤  大山公園駐車場
⑥  妙要寺駐車場

⑦  光陽社脇駐車場
 （高齢者・身体障害者優先）

⑧  阿久津整形外科駐車場

　

９
月
30
日
ま
で
、
サ
ン
リ
オ
の
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
板
室
温
泉
と
塩
原
温
泉
で
夏
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
プ
ラ
ン
・
女
子
旅
プ
ラ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

夏
の
旅
行
を
計
画
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
女
性
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
誘
客
促
進
を
図
り
ま
す
。
今
年
の
夏
、
市
内

の
温
泉
地
に
宿
泊
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ 

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

期
間
中
に
対
象
施
設
に
宿
泊
す
る
と
、
特
典
と
し
て

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
や
ラ
ン
チ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
、

ポ
ー
チ
を
先
着
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
い
ず
れ
も
市
限
定
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
で
す
。

※
プ
ラ
ン
に
よ
り
特
典
は
異
な
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ 

と
て
馬
車
登
場

　

塩
原
温
泉
名
物
の
と
て
馬
車
が
、
こ
の
期
間
中
だ
け

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
変
身
し
ま
す
。
と
て
馬

車
に
乗
る
と
記
念
乗
車
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
と
て
焼
な

ど
の
割
引
券
も
つ
い
て
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
＆
み
る
ひ
ぃ　
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

　

那
須
塩
原
駅
、
千
本
松
牧
場
、
塩
原
も
の
語
り
館
、

板
室
温
泉
街
の
４
カ
所
に
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
＆
み
る
ひ
ぃ

の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
。
場
所
ご
と
に
デ
ザ
イ
ン

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
全
部
巡
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
観
光
局　
　
　

  　

  

☎
０
２
８
７（
46
）５
３
２
６

04
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
守
る

「
こ
ど
も
を
守
る
家
」協
力
者 

募
集

　「
こ
ど
も
を
守
る
家
」は
、子
ど
も
た
ち
が
危
険
を
感
じ

た
時
に
駆
け
込
め
る
場
所
で
、民
家
や
店
舗
な
ど
の
協
力

を
得
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
っ

て
い
る
目
印
と
な
り
、不
審
者
へ
の
抑
止
効
果
を
発
揮
し

て
い
る
一
方
で
、近
年
は
協
力
者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、
新
た
に「
こ
ど
も
を
守
る
家
」を
募
集
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
西
生
涯
学
習
課
内
）

☎
０
２
８
７（
37
）５
９
２
５

シャトルバス発着所

駐車場
馬
術
の
大
障
害
ク
ラ
ス
で
世
界
大
会
優
勝

～
市
長
特
別
賞
を
贈
呈
～

　
３
月
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
、国
際
馬
術
掛
川
２
０
１
７

「
Ｃ
Ｓ
Ｉ
２
★
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
２
０
１
７
」の
大
障
害
ク

ラ
ス
で
、本
市
の
廣
田
龍
馬
さ
ん
が
優
勝
し
、こ
の
功
績
を

た
た
え
、廣
田
さ
ん
に
市
長
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
を
訪
れ
た
廣
田
さ
ん
は
、「
馬
術
は
人
馬
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
共
に
最
良
で
な
い
と
勝
て
な
い
競
技
。

今
後
は
東
京
五
輪
で
メ
ダ
ル
を
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
、

愛
馬
の
調
整
を
し
て
い
き
た
い
」と
、力
強
く
今
後
の
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
秘
書
課　
　
　

 　
　
☎
０
２
８
７（
62
）７
１
０
８
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本

下記発着所から午後2時～9時30分の間、30分間隔で運行。
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祭
り
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
よ
う

産
業
文
化
祭　
出
展
者
募
集
！

似
合
う
ヘ
ア・メ
イ
ク
を
知
っ
て

婚
活
で
の
第
一
印
象
と
見
た
目
を
ア
ッ
プ

図
鑑
に
は
な
い
、迫
力
が
あ
る
。

大
恐
竜
展
Ⅱ
開
幕
！

　

10
月
14
日
㈯
、
15
日
㈰
に
開
催
す
る
西
那
須
野
産
業

文
化
祭
。
一
緒
に
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
事
業

者
の
出
展
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
場
で
会
社
や
自
社

製
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
、
商
品
の
販
売
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
10
月
12
日
に
市
内
全
域（
３
万
３
０
０
０
戸
）

に
配
布
す
る
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
裏
面
の
広
告
掲
載
も
募

集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
文
化
祭
の
詳
細
は
広
報
な
す
し
お
ば
ら
９
月
５

日
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

▼
と
き　
10
月
14
日
㈯　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
15
日
㈰　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　
に
し
な
す
の
運
動
公
園
、
健
康
長
寿
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　
市
内
に
店
舗
ま
た
は
事
務
所
を
持
つ
人

▼
料
金

・
ブ
ー
ス
出
展　
無
料

・
チ
ラ
シ
へ
の
広
告
掲
載　
一
口
１
万
円
～

▼
申
込
方
法　
西
生
涯
学
習
課
へ
出
展
届
・
広
告
応
募

　
用
紙
を
提
出

※
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
７
月
21
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
西
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
０
２
８
７（
37
）5
4
1
9

　

ど
ん
な
ス
タ
イ
ル
が
似
合
う
の
か
を
知
り
、
よ
り
良

い
自
分
を
演
出
し
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　
8
月
26
日
㈯　
午
後
１
時
30
分
～
３
時（
女
性
）

　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分（
男
性
）

▼
と
こ
ろ　
西
那
須
野
公
民
館

▼
対
象　
市
内
在
住・市
内
勤
務
の
独
身
男
女（
学
生
不
可
）

▼
参
加
費　
無
料　

▼
定
員　
男
女
各
15
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
申
込
期
限　
8
月
10
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
本
市
民
協
働
推
進
課　

 

☎
０
２
８
７（
62
）７
０
１
９

　

角
竜
類
最
大
の
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス（
７
ｍ
）や
ア
ジ
ア

の
超
肉
食
恐
竜
タ
ル
ボ
サ
ウ
ル
ス（
8.5
ｍ
）の
全
身
骨
格

は
圧
巻
で
す
。県
内
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
化
石
を
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
７
月
８
日
㈯
～
９
月
24
日
㈰

▼
休
館
日　
月
曜
日（
７
月
17
日
～
８
月
27
日
は
無
休
）

▼
観
覧
料　
一
般
：
３
０
０
円

　
　
　
　
　

 

高
・
大
学
生
：
２
０
０
円

　
　
　
　

 　
小
・
中
学
生
：
１
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
野
が
原
博
物
館　

 

☎
０
２
８
７（
36
）０
９
４
９

検
索

那
須
塩
原　
産
業
文
化
祭

�

イベント情報

本は、あなたを古今東西の未知の世界へといざないます

NEW！
『自家製しよう』
著：枻出版編集部　　　  　  　　 枻出版社

普段購入している加工食品を自分で
作ったら、きっと、おいしい！　餃子
に干物、かまぼこ、ジャム、ふりかけ、う
どん、そば…この本を参考に自家製に挑
戦してみませんか。

図書館 HP

「自家製」って楽しそう♪

▶問い合わせ　　西那須野図書館 ☎（36）6001　　黒磯図書館 ☎（63）9031　　塩原図書館 ☎（48）7521

『世界文学大図鑑』
著：ジェイムズ・キャントン　　　    三省堂

世界には多くの文学作品があるけれど
どれを読めばいいのかわからない…そ
んなときはこの本を！　紀元前から現
代までの作品や作家の説明、時代背景
などが掲載されています。

気になる1冊に出会えるはず！

とき 内容 定員

８
月
５
日
㈯

午前10時～正午 かがくであそぼう 100人

午前0時30分～2時 写真たてをつくろう 50人

午後2時～2時30分 おはなし会 30人

８
月
６
日
㈰

午前10時～正午
午後1時～2時 バルーンアート 40人

正午～午後1時 カードをつくろう 50人
午後2時～2時30分 紙しばい会 30人

西那須野図書館　子どものつどい

▶対象　幼児～小学校低学年　▶参加費　無料（申込不要）

「おはなカニ」をつくろう　
▶とき　7月15日㈯　午前10時30分～ 11時30分
▶参加費　無料  ※申し込み不要。

夏休み工作会　木の枝で写真たて作り　　
▶とき　8月6日㈰　午前10時～正午　▶参加費　200円 
▶定員　20人（先着順）　▶申込開始日　7月20日㈭
▶申込方法　塩原図書館へ電話

共通事項　▶対象  幼児～小学生   ▶ところ  塩原図書館

塩原図書館　おはなし会と工作会
工作やバルーンアートで小さなお子さんでも楽しめます。

『メディア工作ワークブック』
著：パンタグラフ　　　 　 グラフィック社

モーター＆LED工作、コマ撮りア二メな
どの作り方が、簡単に分かりやすく説
明されています。アイデア次第で楽し
み方は無限大！　夏休みの工作や趣味
にぴったりです♪

まわる・ひかる・うごく工作にチャレンジ！

『かがやく昆虫のひみつ』
著：中瀬悠太　絵：内村尚志　　　 ポプラ社

法隆寺の玉虫厨子は、元々は本当のタ
マムシの羽が貼りつけられていたんで
すって。昔の人々も輝く虫を美しいと
思っていたんですね。栃木県のコガネ
ムシも載っていますよ。

これであなたも「かがやく虫」ハカセ！

『駅鈴（はゆまのすず）』
作：久保田香里　　　　　　　 くもん出版
奈良時代、都と地方をつなぐ重要な知
らせは、鈴を持った使者が馬に乗って
伝えていました。その世話をする駅家
（うまや）に生まれ、馬と共に生きる少
女の物語。

駅伝のルーツに思いを馳せて…

『折ってからが楽しい　
　　　　　　  おりがみであそぼ！』
著：浜口健太　編集：丸山亮平　   ブティック社

かっこいいしゅりけんやひこうき、お
いしそうなおすしやクレープ、ハンバー
ガー…。折って遊ぼう！　折ってから
も遊ぼう！　お友達や家族と一緒に
作ってみてね。

男の子も女の子も楽しめます。

「図書館を使った調べる学習コンクール」
の平成26～28年度入選作品を各図書館で
8月31日まで展示しています。

本
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え
て
、
精
一
杯
の
声
援
を
送
り
ま
す
。

レ
ー
ス
終
盤
の
苦
し
い
場
面
で
は
、
疲

労
が
ピ
ー
ク
に
達
し
な
が
ら
も
一
秒
で

も
早
く
ゴ
ー
ル
す
べ
く
、
選
手
た
ち
は

懸
命
に
ペ
ダ
ル
を
漕
い
で
い
ま
し
た
。

大
き
な
集
団
が
コ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
猛

ス
ピ
ー
ド
の
ま
ま
一
斉
に
向
き
を
変

え
、
右
に
左
に
、
そ
し
て
U
タ
ー
ン
す

る
姿
は
息
を
飲
む
ほ
ど
。

　
皆
が
真
剣
勝
負
で
挑
む
レ
ー
ス
で
は

ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
つ
き
も
の
。
午
後
か

ら
は
突
然
の
雷
雨
で
路
面
が
滑
り
や
す

く
な
り
、
コ
ー
ナ
ー
付
近
で
は
接
触

に
よ
る
落
車
が
何
度
か
発
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
血
を
流
す
選
手
も

お
り
、
レ
ー
ス
の
厳
し
さ
を
実
感
す
る

場
面
も
。
落
車
し
た
選
手
の
表
情
か
ら

は
悔
し
さ
が
に
じ
み
出
て
い
て
、
懸
命

に
辛
い
練
習
に
も
耐
え
て
き
た
選
手
に

と
っ
て
は
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

　　
レ
ー
ス
会
場
の
す
ぐ
近
く
で
は
30
を

超
す
飲
食
店
が
出
店
し
、
観
客
は
地
元

の
食
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。「
今
回

地
元
で
開
催
さ
れ
る
か
ら
」と
、
初
め

て
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
見
に
来
た
人
も
多

く
、
今
ま
で
観
戦
し
た
こ
と
の
な
い
プ

ロ
選
手
の
走
り
と
会
場
の
熱
気
は
見
る

人
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

⑦決勝戦へ地元那須ブラーゼンが入場。多くのファン
がカメラを構えた　⑧特設ステージでは那須ブラーゼ
ンによるトークショーも　⑨決勝レース後、インタ
ビューに答える2位の宇都宮ブリッツェン・岡選手　⑩
沿道にツツジが咲き誇るなか、選手たちが疾走した

那
須
塩
原
ク
リ
テ
リ
ウ
ム

　
那
須
塩
原
駅
前
西
側
の
大
通
り
を
舞

台
に
、
自
転
車
の
ロ
ー
ド
レ
ー
ス「
那

須
塩
原
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
国
内
最
高
峰
の
ロ
ー
ド
レ
ー

ス「
J
プ
ロ
ツ
ア
ー
」の
第
5
戦
と
し

て
6
月
10
日
に
本
市
で
開
か
れ
、
約

２
０
０
人
の
プ
ロ
選
手
が
疾
走
。
今
回

の
レ
ー
ス
は
1
周
2・3
キ
ロ
の
コ
ー

ス
を
23
周
。
直
角
や
U
タ
ー
ン
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
が
各
所
に
あ
り
、
こ
れ
を
い

か
に
攻
略
す
る
か
が
レ
ー
ス
の
カ
ギ
と

な
り
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
強
い
日
差
し
が
照
り
付
け
た

こ
の
日
、
主
催
者
発
表
で
は
訪
れ
た
観

客
は
約
1
万
人
。
応
援
す
る
チ
ー
ム
の

T
シ
ャ
ツ
を
着
た
人
や
カ
メ
ラ
を
構
え

て
場
所
を
取
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
が
期
待

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。
い
ざ
レ
ー
ス
が
始
ま
る

と
、
目
に
も
と
ま
ら
ぬ
速
さ
で
目
の
前

を
駆
け
抜
け
る
自
転
車
の
集
団
。
憧
れ

の
選
手
が
通
り
過
ぎ
る
一
瞬
を
待
ち
構

集団が目の前を通り過ぎると勢いよく風が流れる

①決勝戦終盤でデッドヒートを繰り広げるビセンテ選手
と宇都宮ブリッツェン・岡選手　②コーナー数が多く、
実力差が出やすいレースとなった　③選手との距離が近
く、レースを肌で感じることができる　④落車も相次い
だ　⑤那須塩原駅前の大通りを疾走する自転車の集団　
⑥観客の目の前を一瞬で駆け抜けていく

　6月10日㈯に開催された第1回那須塩原クリテリ
ウムに際しては、交通規制やボランティアでのお手
伝いなど、ご理解ご協力をいただき誠にありがと
うございました。今後も第2回の開催ができるよう、
一生懸命努力してまいりたいと思っておりますの
で、ご高配を賜りますようお願い申し上げます。　
　　　　　　　那須塩原クリテリウム実行委員会

一
秒

で
も

早

前
へ

く

プ
ロ
の
走
り
を
目
の
前
で

レ
ー
ス
中
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
が
ま
ち
を
元
気
に

レース開催にあたっての御礼

３

１２

４

６ ５７８

10 ９



21 平成29年1月5日号
平成29年7月5日号 20

学校・保育園・幼稚園などのホットなニュースをお届け!
チ
ト
ャ
ピ
イ
ッ
ル
ク
ド
ス

１仲間を信じて託すバトン ２ほ
ぼ同時にゴール。テープが分かつ
明暗は表情からもうかがえる　３
下で支えてくれる仲間のため、全
力で帽子を奪い合う　４パンをく
わえたら猛ダッシュ　５仲間と息
を合わせて足を運ぶ　６地域の皆
も一緒に輪になって踊ろう

花を大切に育て 思いやりの心を
～槻沢小 人権の花運動～

　私たちはのどが乾いたら水を飲めますが、花は
水が欲しくても動けません。花を大切に育てるこ
とを通じて、相手の立場に立った思いやりの心と
命の大切さを学ぶ「人権の花運動」。6月9日、槻沢小
学校にてマリーゴールドなどの花が人権擁護委員
から手渡され、5年生40人が学校の花壇に植栽し
ました。児童代表の言葉を述べた宮澤亜

あ ず な

純奈さん
は、「これから大切に育て、思いやりの気持ちを忘
れずに行動したい」と話してくれました。

市内の各地で繰り広げられた熱戦
～小・中・義務教育学校　体育祭・運動会～

　例年よりも暑くなった今年の5月。
　仲間とともに勝利に向かって懸命にバトンをつなぎ、
前だけを向いてひたむきに走る子どもたちの姿は、見て
いる多くの大人の心までも熱くさせたことでしょう。
　ゴールテープを一番に切った喜びの笑顔。力が及ばな
かったときの悔し涙。額に浮かぶ汗の輝き。その一つひ
とつは、勝ち負けでは決してはかることができない、大
切なものがあることを教えてくれます。

大きく育て、緑のカーテン
～南小 ゴーヤの苗植え～

　6月13日、南小学校の6年生が緑のカーテンを作
るために、校舎の脇にゴーヤの苗を植えました。
この事業は南地区コミュニティが子どもたちに地
球温暖化やエコ活動などを知ってもらいたいと毎
年実施しているもので、今年で7回目になります。
　丁寧に植えられたゴーヤは、この後2階の教室
に届くまで成長し、熱波から教室の子どもたちを
守ります。また、実った実は子どもたちが収穫し、
家庭で心行くまで味わうそうです。

皆さんからいただいたお便りを紹介します。
今後の広報誌づくりの参考にさせていただきます。
※今回の読者プレゼントはお休みします。いただいたハガキ
　は次回の抽選で反映させていただきます。

その他にも、たくさんのお便りをいただきました。
ありがとうございました。

スマートフォンなど
からの応募はこちら

お便り BOX

◆
６
月
５
日
号
の
よ
う
な
自
然
環
境

の
現
状
や
取
り
組
み
の
記
事
は
、
今

後
も
載
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

私
の
住
む
井
口
も
、
森
林
が
宅
地
や

新
し
い
道
路
と
化
し
、
野
生
動
物
た

ち
が
住
む
場
所
が
な
く
な
っ
て
い
く

の
を
感
じ
、
悲
し
く
な
り
ま
す
。
環

境
を
守
る
た
め
に
少
し
で
も
力
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
環
境
保

全
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
情
報
の
掲

載
や
、
仕
組
み
の
構
築
な
ど
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

匿
名
さ
ん（
井
口
）女
性

◆
普
段
の
何
気
な
い
自
然
の
豊
か
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

地
元
の
自
然
に
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。Ｒ

・
Ａ
さ
ん（
高
林
）30
代
男
性

◆
子
ど
も
の
頃
に
は
、
当
た
り
前
の

よ
う
に
見
て
い
た
昆
虫
と
か
草
花
が

だ
ん
だ
ん
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
と
て
も
残
念
に
思
い
ま
す
。
昔

は
ホ
タ
ル
も
い
っ
ぱ
い
見
る
こ
と
が

で
き
た
も
の
で
す
。

　
　
Ｆ
・
Ｆ
さ
ん（
埼
玉
）60
代
女
性

◆
市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
す
る
記
事
を
読
ん
で
、
私

の
孫
に
も
素
敵
な
出
会
い
が
で
き
れ

ば
う
れ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。た
だ
、

Q. あなたが好きなコーナーはどれですか？（複数可）

孫
に
話
す
と「
ま
だ
早
い
」と
の
こ
と

で
、
申
し
込
み
に
は
至
ら
な
い
そ
う

で
す
。今
は
男
女
の
出
会
い
が
な
く
、

結
婚
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。
出
会

い
の
第
一
歩
が
あ
れ
ば
、
助
か
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。

キ
ヨ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
さ
ん（
木
綿
畑
）

90
代
女
性

◆
今
年
も
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
時
期
が

来
ま
し
た
。
と
っ
て
も
楽
し
み
で

す
。
私
も
毎
年
参
加
し
て
、
夜
の
９

時
に
は
へ
と
へ
と
で
す
。
表
紙
の
写

真
は
い
つ
も
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
で

す
ね
。
自
然
の
大
き
さ
に
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん（
鍋
掛
）50
代
男
性

◆
６
月
５
日
号
か
ら
指
定
文
化
財
を

紹
介
し
て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
、
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
長
い
間
こ
こ
に

住
ん
で
い
て
も
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

H・
Ｓ
さ
ん（
青
木
）70
代
女
性

◆
表
紙
の
生
き
物
の
写
真
良
い
で
す

ね
。
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
特
集
共

に
生
き
る
の
ノ
ラ・ム
ラ・ヤ
マ
、
こ

の
土
地
や
生
き
物
の
こ
と
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
い
文
章
に
惹
き
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
私
の
ま
ち
の
近
い

遺
産
も
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

モ
ン
ス
タ
ー
さ
ん（
鍋
掛
）70
代
女
性

◆
特
に
表
紙
は
何
と
も
素
晴
ら
し
い

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
で
し
た
。
わ

が
家
の
庭
に
は
５
～
６
月
こ
ろ
ま
で

キ
ジ
の
つ
が
い
が
毎
日
来
て
は
、
オ

ス
が
ケ
ー
ン
、
ケ
ー
ン
と
30
分
く
ら

い
あ
た
り
を
見
回
し
て
お
り
ま
す
。

別
居
の
孫
も
大
喜
び
で
見
て
帰
っ
て

い
き
ま
す
。
本
当
に
心
癒
さ
れ
る
ひ

と
と
き
で
す
。

Ｓ・
Ｏ
さ
ん（
清
住
町
）70
代
女
性

※いただいたご意見は、内容を変えない範囲で添削させていただく場合があります。
※紙面の都合上、掲載できない場合がありますのであらかじめご了承ください。

広報なすしおばらを読んだ感想、取り上げて欲しい
話題や記事などをお書きください。

１．表紙
３．行政 info
５．子育て連絡帳
７．健康だより
９．お便りBOX
11.  ちっちゃな自然
13.  げんきびと
15.  私のまちの近い遺産

２．特集
４．タウントピックス
６．チャイルドトピックス
８．図書館へ行こう！
10.  なすしおばら珍百景
12．編集後記
14．ものづくり若人
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市レッドデータブックのトンボ
～トラフトンボ～

金属光沢が美しいチョウトンボ

み～つけた
ちっちゃ

な自然
NO. 148

那須塩原自然を愛そう

庭の草取りをしていたら、とても綺麗なタマムシ色の虫を見つけました。日
本で最も美しいカメムシの一つ、アカスジキンカメムシと言うそうです。

投稿者　　港 さん（80代女性 中央町）
撮影場所　中央町（撮影日  H29.6）

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法① きらきらホット
　　　 なすしおばらに投稿
　　　 珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法② シティプロモーション課に電話
　　　　☎（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

びっくり！色鮮やかなカメムシ発見百景
なすしおばら

珍

那須塩原市役所
シティプロモーション課
「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前

読者プレゼントに応募しない場合は☑をいれる

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

□ 応募しない

ペンネーム
（希望者のみ）

（掲載する場合は実名ではなく、イニシャルで掲載します）

３ ２ ５ ８ ５ ０１
お手数ですが

62円切手を

貼ってください

広報なすしおばら 2017.7 No.301

トラフトンボ　撮影日時：2016.5.14　9:53　撮影場所：市内

初バ
編集後記

トラフトンボって

体長5cmほどのエゾトンボの仲間。黄色と黒
のトラ柄が特徴。成虫は4月下旬に現れ、6
月まで見られる。水草が生えるため池にすむ。
県内でもごく限られた地域でしか見られない
希少な種。那須塩原市レッドリストでは絶滅
危惧Ⅱ類（Ｂランク）に選定されている。

　
今
年
の
３
月
に『
那
須
塩
原
市
レ
ッ
ド
デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
２
０
１
７
』が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
は
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ

る
野
生
生
物
の
情
報
を
ま
と
め
た
本
で
す
。
生

き
物
の
現
状
と
存
続
が
脅
か
さ
れ
る
要
因
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
多
く
の
生
き
物
が

す
む
環
境
を
保
全
す
る
活
動
に
役
立
て
る
の
が

狙
い
で
す
。

　
今
回
発
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
私
が
担
当
し

た
ト
ン
ボ
類
は
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
で
確
認
さ

れ
て
い
る
73
種
の
約
３
分
の
１
に
あ
た
る
26
種

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
ン
ボ
は
、
川
や
湿

地
、
た
め
池
、
田
ん
ぼ
、
公
園
の
池
、
そ
し
て

学
校
の
プ
ー
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
す

み
、
見
ら
れ
る
種
類
が
違
い
ま
す
。
中
に
は
人

工
的
な
環
境
で
も
た
く
ま
し
く
生
き
る
も
の
も

い
ま
す
が
、
多
く
の
種
は
限
ら
れ
た
環
境
に
し

か
す
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
絶
滅
危
惧
種
」

と
い
う
と
、
大
沼
や
沼
ッ
原
と
い
っ
た
自
然
が

豊
か
な
地
域
に
す
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
今
回
掲
載
さ
れ
た
ト
ン
ボ
の
半
数
は
、

田
ん
ぼ
や
た
め
池
な
ど
身
近
な
環
境
に
す
ん
で

い
ま
す
。

　
近
年
、
人
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
急
速
に
変
化

し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
身
近
な
自
然
環
境
も
大
き

く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
適
応

で
き
な
い
生
き
物
は
、
人
知
れ
ず
姿
を
消
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　
機
会
が
あ
れ
ば
一
度
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

を
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
生
き
物
と
と

も
に
暮
ら
す
ヒ
ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん
じ

　　　ス旅企画の帰り道、七ツ岩吊り橋を渡り切ったとこ
　　　ろで20m先に帰りのバスが到着。今にも走り出しそ
うだったので慌てて飛び乗ろうとしたところ、なんと!  新
宿行きの高速バスでした。目的のバスとわずか数分違いだっ
たこともあり、あやうく乗車するところ…。これも車では
味わえないエピソードです。私自身あまりバスを利用しな
いのですが、取材を通して何度もバスに乗り、色んな利用
者の話を聞いて、バスの楽しさを実感できました。　（小林）

　　　めて、プロの自転車レース・那須塩原クリテリウムを
　　　取材しました。プロのスピードになかなか付いてい
けず、写真の撮影に四苦八苦。レース途中からは雷鳴とと
もに土砂降りの雨が…。天候にも、撮影にも心が折れそう
になったとき、雨の中でも懸命に走る選手たちをみて、心
をうたれました。自分も負けてはいられないと、選手に声
援を送る気持ちでシャッターを切りました。スポーツは見
る人を熱くさせますね。　　　　　　　　　　　　　（生駒）



▶

N
A
S
U
S
H
IO
B
A
R
A

ew
sletter

広
報
な
す
し
お
ば
ら

平
成

29年
7月

5日
号

　
　

№
301

発
行・編

集
　

那
須

塩
原

市
/企

画
部

シ
テ

ィ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

課
〒

325-8501　
那

須
塩

原
市

共
墾

社
108-2

☎
0287（

62）7109　
http : //w

w
w

.city.nasushiobara.lg.jp/

　
家
業
の
塗
装
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
と
き

に
現
在
の
会
社
の
代
表
に
出
会
い
ま
し
た
。

そ
の
人
柄
や
、
も
の
づ
く
り
へ
の
考
え
方
に

感
銘
を
受
け
、
一
緒
に
仕
事
を
し
た
い
と

思
っ
た
こ
と
が
、
入
社
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
普
段
当
た
り
前
だ
と
思
う
物
事
に
対
し
て

疑
問
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
も
の
を
生

み
出
す
。
そ
う
い
っ
た
代
表
の
考
え
が
、
弊

社
の
商
品
の
開
発
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
弊
社
の
商
品
は
石
鹸
や
抗
菌
剤
な
ど
、
生

活
に
直
結
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
た
だ
高

性
能
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
自
然
界
の
原

料
を
使
用
し
、
安
心
し
て
使
え
る
こ
と
を
一

番
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
前
職
に
比
べ
る
と
、
と
て
も
広
い
分
野
の

人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
わ
た
し
の
主
な
業
務
は
営
業
で
す
が
、

部
署
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
を

全
員
で
協
力
し
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
進
め

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
み
ん
な
で

人と自然に優しい商品を多くの人に届けたい

商
品
を
作
り
上
げ
る
達
成
感
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
自
信
を
持
っ
て
お
客
様
に
商
品
を
勧

め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
実
を
言
う
と
、
少
し
前
に
体
調
を
崩
し
て

会
社
を
休
ん
で
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
自
分
で
も
、
温
か
く
受
け
入
れ
て
く

れ
た
会
社
に
、
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
い

う
思
い
で
今
は
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
実
際
に
購
入
し
て
い
た
だ
い
た

お
客
様
か
ら
の
声
が
さ
ら
に
頑
張
ろ
う
と
い

う
気
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
ね
。『
人
と
自
然
に

優
し
い
商
品
』を
提
供
し
、
そ
れ
を
作
る
社

員
の
思
い
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

抗
菌
研
究
所
が
開
発
し
た
環
境
に
や
さ

し
い
天
然
抗
菌
剤『
ス
カ
ロ
ー
』。青
森
県

産
ホ
タ
テ
貝
殻
を
１
０
０
％
使
用
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

他
に
も
卵
殻
を
使
用
し
た
抗
菌
剤
な
ど

安
全
な
商
品
を
世
に
送
り
続
け
て
い
る
。

Vol.5

問い合わせ　本商工観光課
　　　☎ 0287（62）7130

天然のホタテ貝殻から生まれたスカローを特殊ろ過した抗
菌・消臭スプレー。嫌なニオイの元に直接2～3回スプレー
してください。使い方はいろいろ。キッチンまわり・浴室・
洗濯物・玄関・車内・トイレ…　ニオイの気になるところへ

㈱抗菌研究所（鹿野崎175-4）　【業種】製造業
【業務の内容】ホタテ貝殻のパウダーの製造販売・ホタテ貝殻入
　　　　　　　 りの加工品製造販売
【問い合わせ】☎0287（74）3699

　
生
活
の
中
に
新
商
品
の
ヒ
ン
ト
が

　
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
自
信
の
商
品

　
感
謝
の
気
持
ち
が
原
動
力

松本 僚
りょうま
茉 さん（埼玉）  営業担当  入社3年目 Ryoma Matsumoto


